
どちらでもよい

18 ～ 19 歳の時（新法）

20 ～ 21 歳（現行）
（新法）

（現行）80.4%

　
民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
飯
山
市
で
は
成
人
式
を
ど
の
年
齢
の
時
に

開
催
し
た
ら
よ
い
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
て
い
く
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
年
齢
で
開
催

令
和
４
年
度
か
ら
の
「
成
人
式
」
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
成
年
年
齢
は
法
律
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人

式
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
定

　「現在行なっているような『成人式』を何歳の時に開催した
らよいと思いますか」という問いに対して、80％を超える方々
が「現行の形（20～21歳）の開催」がよいと答えています。

アンケート意見（抜粋）　
○高校卒業して 2年後にまたみんなと会うことを楽しみにしたいし、
　成人式の後にみんなでお酒も飲んでみたいから現在のままがいい。
○ 18から 19でやると受験、新生活云々で忙しいと思うので、今まで
　通りがいいと思います。
○新たな門出として、その年齢（新たな民法に則った年齢）に合わせ
　行って欲しいと思う。

20～21歳の時（現行）
144名（80.4％）　

18～19歳の時（新法）
33名（18.4％）

どちらでもよい 2名（1％）

め
は
な
く
、
各
自
治
体
の
判
断

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
山

市
に
お
い
て
は
、
民
法
の
一
部

改
正
後
の
新
た
な
成
人
式
の

対
象
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
、
公

民
館
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の

様
々
な
方
の
意
見
を
お
聞
き
し

て
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
公
民
館
長
や
公

民
館
運
営
審
議
委
員
（
兼
）
社

会
教
育
委
員
か
ら
は
、「
法
律

が
変
わ
っ
て
も
、
成
人
式
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
で
や
る
方

が
良
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
ほ
か
「
当
事
者
の
考

え
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 16
歳
〜
 18
歳
に
な
っ
た
全

員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト　

　
各
委
員
等
か
ら
の
意
見
を
受

け
、
改
正
民
法
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
に
成
人
と
な
る
平
成
13

年
度
か
ら
平
成
15
年
度
生
ま

れ
の
市
内
在
住
者（
5
8
0
名
）

を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。結
果
は
下
表
の
と
お
り
、

回
答
者
の
80
㌫
を
超
え
る
方
か

ら
、
現
行
の
形
が
良
い
と
い
う

回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

国
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報

　

法
務
省
・
内
閣
府
・
文
部

科
学
省
か
ら
は
「
成
人
式
の
時

期
や
在
り
方
等
に
関
す
る
報
告

書
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
当
事
者
の
他
に
40
歳
〜

50
歳
代
の
方
々
、
全
国
高
等
学

校
P
T
A
連
合
会
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
載
っ
て
お
り
、

結
果
は
い
ず
れ
も
「
現
行
の
よ

う
に
20
歳
の
時
に
行
う
こ
と
が

よ
い
」
と
答
え
た
方
が
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
の
意
見
と
し
て
、「
成
人

式
」
に
お
け
る
「
成
人
」
と
民

法
上
の
成
年
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
の
で
、
新
た
に
成
人

式
の
対
象
年
齢
を
20
歳
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、「
二は

た

ち
〇
歳
を
祝

う
会
」
な
ど
、「
成
人
式
」
と

い
う
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

現
行
年
齢
で
実
施
を
決
定

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
令

和
4
年
度
か
ら
の
成
人
式

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
全
員

が
20
歳
に
な
っ
た
後
の
8
月

に
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
新
た
な
成
人
式

の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

成人式対象者へのアンケート結果

　

私
が
今
回
「
力
石
」
の
堀

り
起
こ
し
を
思
い
つ
い
た
の
は
、

ふ
る
さ
と
館
に
お
い
て
「
北
信

濃
の
相
撲
文
化
」
と
題
し
た
企

画
展
が
行
な
わ
れ
る
と
聞
き
、

飯
駒
に
は
武
蔵
野
弥
助
と
言

う
江
戸
相
撲
の
相
撲
塚
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
連
想
す
る

力
石
が
火
の
見
柱
の
下
に
支
え

と
し
て
埋
め
て
あ
る
と
、
平
成

９
年
発
行
の
冊
子
「
活
き
活
き

【
筆
者
紹
介
】　

　
23
年
前
に
飯
山
地
区
上
町
か

ら
飯
駒
へ
移
住
。
飯
駒
区
内
に

あ
る
相
撲
塚
、
筆
塚
、
五
輪
塔

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
武
の
歴

史
に
関
心
を
持
ち
、
市
内
の
史

跡
発
掘
に
も
参
加
さ
れ
る
な
ど

地
域
の
歴
史
家
的
な
一
面
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
も
務
め

て
お
ら
れ
る
な
ど
、
多
方
面
に

わ
た
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。（
秋
津
公
民
館
）

21
世
紀
今
よ
み
が
え
る
ト
ン
ボ

の
里
い
い
こ
ま
」
に
書
か
れ
て

い
る
の
を
思
い
出
し
た
か
ら
で

す
。

　
こ
の
際
掘
り
起
こ
し
て
皆
に

見
て
も
ら
う
良
い
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
、
皆
が
集
ま
っ
た
道み

ち
ぶ
し
ん

普
請

の
際
提
案
、
皆
の
賛
同
を
得
て

こ
の
度
6
月
7
日
㈰
実
施
し
ま

し
た
。
言
い
伝
え
ど
お
り
2
個

の
力
石
が
出
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
力
石
は
昔
遊
び
道
具

が
な
か
っ
た
頃
に
力
比
べ
の

遊
び
に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
て

お
り
、
文
政
（
1
8
1
8
〜

1
8
2
9
）
頃
よ
り
有
る
と

言
わ
れ
て
い
る
大
小
の
丸
い
力

石
、
目
方
を
量
っ
て
み
る
と
２

個
と
も
百
キ
ロ
近
い
重
さ
で
あ

り
ま
し
た
。
一
般
人
で
は
持
ち

上
げ
ら
れ
な
い
重
さ
で
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
企
画
展
で
皆
に
見
て

も
ら
っ
た
り
、
力
に
自
信
が
あ

る
人
は
持
ち
上
げ
て
見
る
の
も

こ
の
際
い
い
ん
で
は
な
い
か
、

こ
れ
を
機
会
に
飯
駒
を
宣
伝
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
か
つ
て
村
人
の
力
比
べ
の

た
め
に
使
わ
れ
た
大
石
。
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
全
国
各
地
で
力
石
に
よ

る
力
比
べ
が
流
行
っ
た
が
、

今
日
で
は
所
在
が
不
明
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
と

い
う
。
秋
津
地
区
飯
駒
の
力

石
は
こ
の
ほ
ど
、
地
区
の
公

会
堂
の
地
中
か
ら
掘
り
起
こ

さ
れ
た
。

地
域
に
伝
わ
る
資
料
か
ら
、
北

信
の
人
々
と
相
撲
と
の
か
か
わ
り

の
歴
史
を
展
示
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】　
８
月
30
日
㈰
ま
で

【
会　
　
場
】　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
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５
９
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０
（
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表
）

☎FAX

No.63

24

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

秋
津
地
区　
上
松 

幸
雄

飯
駒
の
力
石
（
ち
か
ら
い
し
）

「
再
発
見
」
さ
れ
た
飯
駒
の
力
石

重機を使って掘り出された力石（飯駒）

飯駒の力石（手前）と大久保の力石（奥）

当日作業された飯駒の皆さん。前列右から 3番目が上松さん

昔の遊び道具だった力石

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
企
画
展



内山紙で作る
　オリジナルうちわ

泥
ドロイング

ing（飯山の土で作った絵具で彩色）した、さまざまな模様
の紙を、切ったりちぎったりして竹の骨組みに貼って作ります。

飯山市美術館 夏のワークショップ

　
飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
青
少
年
健

全
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
６
月
５
日
（
金
）
市
役
所
に
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
瑞
穂
地
区
の
吉
越
洋
治
さ
ん
（
養
鶏
業
）

に
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
越
さ
ん
は
地
元
東
小
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
を
平
成
２
年
か
ら
務
め
、
ス

キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
男
子
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
飯

山
高
校
ス
キ
ー
部
選
手
を
育
成
し
ま
し
た
。
吉
越
さ

ん
は
謝
辞
で
「
小
・
中
・
高
と
選
手
生
活
を
続
け
、

ク
ロ
ス
に
関
わ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
こ
れ
ま
で
一

緒
に
滑
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
体
験
は
決
し
て
忘
れ
な
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

飯山音楽祭中止のお知らせ

広報飯山４月号で合唱団員・運営スタッフ
を募集し、11月22日（日）に文化交流館な
ちゅらで開催を予定しておりました「第２回
飯山音楽祭」は、新型コロナウィルスの感染
拡大防止の観点から練習の機会を十分取れ
ないことなどの理由により中止させていただ
きます。
参加を予定されていた方や楽しみにお待ち

いただいた皆さまにはご迷惑をお掛けします
が、ご理解いただきますようお願いします。

お問い合わせ：飯山市文化交流館なちゅら
☎67-0311（9:00 ～ 22:00、火曜休館）

女性センター未来　くらしのセミナー

プリザーブドフラワー講座
　

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
、
事
業
の
中
止
や
講

座
の
中
止
お
よ
び
延
期
が
続
い

た
中
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
３

つ
の
基
本
で
あ
る
（
密
集
・
密

接
・
密
閉
）
を
避
け
る
等
の
対

策
を
行
い
、
午
前
・
午
後
と
受

講
者
定
員
を
減
ら
し
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
令

和
2
年
度
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

講
座
「
四
季
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
講
座
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
、

た
い
へ
ん
人
気
が
あ
り
、
日
常

生
活
の
中
に
無
理
な
く
溶
け
込

む
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で

四
季
折
々
の
作
品
を
制
作
し
ま

す
。

　
第
1
回
目
は
、
夏
色
カ
ラ
ー

の
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
を
使
い

卓
上
フ
レ
ー
ム
を
作
成
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
受
講
生
の
方
は
、

配
色
と
デ
ザ
イ
ン
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
花
と
の
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
、
素
晴
ら
し
い
作

品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
講

座
は
、
9
月
末
ま
で
開
講
し
ま

す
。

　
な
お
、
日
程
に
よ
っ
て
は
若

干
余
裕
が
あ
る
日
が
あ
り
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ・申込先　女性センター未来　☎62-0543

守ろう！飯山の文化財

の紙を、切ったりちぎったりして竹の骨組みに貼って作ります。

お問合せ　飯山市ふるさと館　☎67-2030

　近年、全国的に文化財の焼失や盗難などが相次
いでいます。飯山市内には60を超える指定文化
財と、数多くの未
指定文化財があり
ます。
　飯山の歴史を
未来へ伝えるため
にも、日頃から身
近の文化財に対す
る防火・防災の心
がけをよろしくお
願いします。

感染防止対策をしての講座

素晴らしい作品が完成しました

お問い合わせ・申込先　飯山市美術館　☎62-1501　休館日：月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

■日　　時　　8月 7日（金）午前9時 30分～午前11時 30分
■場　　所　　飯山市公民館１０３号室
■対　　象　　小学４年生以上
■定　　員　　１０名　※定員になり次第締め切り
■材 料 費　　300円
■申込開始　　7月 28日（火）午前9時から

作ってみよう！

切って！！

また貼っ
て！！

貼って！！
切って！！切って！！

また貼っ
て！！

また貼っ
て！！

切って！！切って！！
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飯山市青少年育成市民会議会長表彰

足立市長（市民会議会長）から表彰を受ける吉越さん（写真右）



ふるさと館体験工房② 参加者募集！

「キラリ☆じゅず玉クラフト」

■日　　時　　8月 8日（土）午前 10時～ 11時 30分
■講　　師　　内田　雅規さん（ふるさと館市民学芸員）
■対　　象　　市内小学生～（大人・親子もご参加いただけます）
■材 料 費　　１００円
■申込締切　　8月 2日（日）

6
月
28
日
㈰
、
今
年
で
５
回

目
と
な
る
小
菅
神
社
の
茅
の
輪

作
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
、
小
菅
神
社
で
行
わ
れ
る
行

事
に
、
ふ
る
さ
と
館
友
の
会
会

員
・
市
民
学
芸
員
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雨
上
が
り
の
里
社
境
内
の
清

澄
な
空
気
の
な
か
、
地
元
小

菅
の
方
々
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
初
め
て
ご
参
加
の
方
々
も

笑
顔
で
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

小
菅
神
社
「
茅ち

の
輪わ

作
り
」
に

参
加
し
ま
し
た

 

ふ
る
さ
と
館
友
の
会

お問い合わせ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030休館日：月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

民家のまわりや野山に見られる草の実、「じゅず玉」。まん
なかの芯をぬいて糸を通したら、あらあら～！ブレスレット
やブローチ、ストラップへと大変身！ 子どもから大人まで
お楽しみいただけます。

ま
し
た
。

市
公
民
館
の
講
堂
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

市
公
民
館
で
は
現
在
、
講
堂

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
、
ス
テ
ー

ジ
側
天
井
の
改
修
工
事
を
７
月

末
日
ま
で
の
工
程
で
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
よ
り
明

る
く
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
映
像
も

見
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
多
く
の
団
体
の
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

◇
飯
山
地
区
老
燃
教
室

　
開
催
を
延
期
し
て
い
ま
し
た

が
、
６
月
23
日
㈫
に
開
講
し
ま

し
た
。
今
後
も
感
染
防
止
対
策

を
図
り
、
新
し
い
生
活
様
式
で

開
催
し
ま
す
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会
（
中
止
）

　

９
月
22
日
㈫
㈷
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
飯
山
地
区

敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
よ
り
対
象
者
は

75
歳
以
上
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

◇
飯
山
地
区
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会

　
例
年
８
月
下
旬
に
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
11
月
15

日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
字
町
公
民
館

か
ら
チ
ラ
シ
を
隣
組
回
覧
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

◇
あ
き
つ
子
育
て
支
援
サ
ー
ク

ル
〜
『
に
こ
に
こ
ア
キ
ッ
ズ
』

〜
が
再
開
し
ま
し
た
！

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
お
休
み
し
て
い
ま

し
た
が
、
6
月
か
ら
再
開
し
ま

し
た
。
毎
月
第
１
、３
、４
各
水

曜
日
の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
秋

津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
未
就
園
児
の

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
方
、
妊

婦
さ
ん
や
里
帰
り
中
の
お
母
さ

ん
な
ど
、
友
達
づ
く
り
・
交
流

の
場
と
し
て
ど
な
た
で
も
ご
参

加
で
き
ま
す
。
自
由
遊
び
が
中

心
で
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
第
3
水

曜
）
の
ほ
か
、プ
ー
ル
遊
び
（
夏

期
間
）、
遠
足
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
飲
み
物

は
各
自
ご
用
意
い
た
だ
き
、
お

気
軽
に
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

◇
と
ん
ぼ
の
里
ま
つ
り
・
秋
津

地
区
球
技
交
流
会
（
中
止
）

　
８
月
９
日
㈰
に
開
催
予
定
の

と
ん
ぼ
の
里
ま
つ
り
と
、
８
月

23
日
に
㈰
に
開
催
予
定
の
秋
津

地
区
球
技
交
流
会
（
昨
年
度
ま

で
は
「
球
技
大
会
」）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
は

『
中
止
』
と
決
定
し
ま
し
た
。

木
島
公
民
館

☎ 

62
0
5
5
5

◇
第
36
回
木
島
少
年
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
・
第
36
回
木
島
地

区
お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

第
64
回
木
島
地
区
市
民
運
動

会
（
中
止
）

　
８
月
14
日
㈮
、
23
日
㈰
に
そ

れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
た
行
事

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

い
た
し
ま
す
。

瑞
穂
公
民
館

☎ 

65
2
5
0
1 

　
６
月
26
日
の
夕
方
、
湯
の
入

り
荘
下
の
チ
ェ
ー
ン
脱
着
所
脇

の
花
壇
で
、
南
瑞
有
志
と
湯
の

入
り
荘
職
員
、
活
性
化
セ
ン

タ
ー
職
員
も
加
わ
っ
て
、
花
の

定
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ェ
ー
ン
脱
着
場
は
、

ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
（
瑞
穂
区

長
会
が
管
理
す
る
条
件
で
夏
場

も
開
放
）
で
運
用
し
て
お
り
、

春
先
は
菜
の
花
ロ
ー
ド
、
夏
場

は
草
取
り
等
の
管
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
作
業
後
に
は
、
公
会
堂

で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
保
ち
な
が
ら
の
「
コ
ロ
ナ
対

策
仕
様
慰
労
会
」
が
和
気
あ
い

あ
い
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
様
公
民
館

☎ 

62
1
0
2
9

◇
夏
休
み
寺
子
屋
、
広
井
川
ま

つ
り
（
中
止
）

　
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
が
短

く
な
っ
た
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

◇
常
盤
健
康
ニ
コ
ニ
コ
花
火
大

会
（
中
止
）

　

8
月
12
日
に
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
た
「
第
27
回
常
盤
健

康
ニ
コ
ニ
コ
花
火
大
会
」（
主
催：

常
盤
健
康
ニ
コ
ニ
コ
王
国
）
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
花
火
大
会
は
毎
年
こ
の
日

に
常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
住
民
や
お
盆
の
帰

省
者
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
「
常
盤
の
夏
の
風
物
詩
」。

中
止
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、

常
盤
健
康
ニ
コ
ニ
コ
王
国
で
は
、

来
年
は
今
年
の
分
ま
で
盛
大
に

開
催
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
ま

す
。

◇
と
き
わ
寺
子
屋
（
中
止
）　

　

常
盤
公
民
館
で
は
毎
年
夏

休
み
に
地
区
内
の
教
員
経
験
者

等
の
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

「
と
き
わ
寺
子
屋
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

関
係
で
小
学
校
の
夏
休
み
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
日
程
の
調
整
が

困
難
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

中
止
す
る
こ
と
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。太

田
公
民
館

☎ 

65
4
5
7
9

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を
開
始
し

ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ウ
イ
ル
ス
で

開
始
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
を
2
か
月
遅
れ

で
開
始
し
ま
す
。

・
日
時　
7
月
15
日
㈬
か
ら

8
月
26
日
㈬
の
毎
週
水
曜
日

※
8
月
12
日
㈬
は
お
休
み

・
場
所　
戸
狩
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

・
参
加
者
の
方
へ

事
前
に
検
温
し
て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は

参
加
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

茅の輪完成後、参加者で記念撮影（小菅神社里社前階段）
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図
書
館
で
は
現
在
所
蔵
し
て

い
る
雑
誌
に
加
え
て
、
新
た
に

「
か
ぞ
く
の
じ
か
ん
」「
宇
宙（
そ

ら
）
の
と
び
ら
」「
だ
ん
」
の
雑

誌
3
冊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
か
ぞ
く
の
じ
か
ん
」

は
子
育
て
世
代
を
中
心
に
暮

ら
す
、
育
て
る
、
働
く
を
応
援

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
雑
誌

で
、
ご
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

ま
す
。

　

次
に
宇
宙
・
航
空
関
連
情

報
の
ほ
か
、
自
由
研
究
に
も
役

立
つ
実
験
・
工
作
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
雑
誌

「
宇
宙
（
そ
ら
）
の
と
び
ら
」。

　

最
後
は
住
宅
雑
誌
「
だ
ん
」

で
す
。
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
る

 

趣
　
味
・
実
　
用

異
な
る
声
に
耳
を
澄
ま
せ
る

東
京
大
学
教
養
学
部

香
港
は
な
ぜ
戦
っ
て
い
る
の
か

李

 

怡

公
文
書
危
機

毎
日
新
聞
取
材
班

私
た
ち
は
ふ
つ
う
に
老
い
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
玉 

真
美

激
甚
気
象
は
な
ぜ
起
こ
る

坪
木 

和
久

虫
と
ゴ
リ
ラ

養
老 

孟
司

心
を
病
ん
だ
ら
い
け
な
い
の
?

斎

藤 

環

世
界
史
を
変
え
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

小
長
谷 
正
明

す
ご
い
工
場

出
口 
弘
親

着
心
地
か
ろ
や
か
手
縫
い
の
お
と
な
服

N 

H 

K
出
版

進
化
す
る
里
山
資
本
主
義

藻
谷 

浩
介

農
家
は
つ
ら
い
よ

寺
坂 

祐
一

貧
し
か
っ
た
が
、
燃
え
て
い
た

庄
司 

丈
太
郎

鴻
上
尚
史
の
も
っ
と
ほ
が
ら
か
人
生
相
談

鴻
上 

尚
史

パ
ト
リ
ッ
ク
と
本
を
読
む

ミ
シ
ェ
ル
　
ク
オ

 

よ
　
み
　
も
　
の

じ
ん
か
ん

今
村 

翔
吾

漣
の
ゆ
く
え

梶 

よ
う
子

黙
示

今

野 

敏

家
族
じ
ま
い

桜
木 

紫
乃

水
を
縫
う

寺
地 

は
る
な

ダ
ブ
ル
・
ト
ラ
イ

堂
場 

瞬
一

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
試
練

中
山 

七
里

つ
な
が
り
ま
せ
ん

長
岡 

弘
樹

あ
し
た
の
華
姫

畠

中 

恵

き
た
き
た
捕
物
帖

宮
部 

み
ゆ
き

お
い
し
く
て
泣
く
と
き

森
沢 

明
夫

 

大
　
活
　
字

二
人
の
親
を
見
送
っ
て

岸
本 

葉
子

故
郷
忘
じ
が
た
く
候

司
馬 

遼
太
郎

天
国
は
ま
だ
遠
く

瀬
尾 

ま
い
こ

　

7
月
3
日
㈮
に
東
小
学
校

3
年
生
の
皆
さ
ん
が
図
書
館
の

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
館
長
か
ら
お
は
な
し

を
聞
い
た
後
、
司
書
か
ら
図
書

館
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

続
い
て
普
段
は
見
ら
れ
な
い
閉

架
書
庫
な
ど
の
見
学
を
し
ま
し

た
。
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

本
の
冊
数
や
購
入
方
法
な
ど
の

質
問
が
あ
り
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
児
童

も
、
図
書
館
に
つ
い
て
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ

う
で
、
今
回
の
見
学
が
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ご
来
館
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考

飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史 　

　 【お盆期間中の閉館時間変更について】 
　
 　  8月13日および14日の閉館時間を17時　　
　   　とさせていただきます。ご了承ください。

　　  8月13日（木）14日（金）
　　　　      17時　閉館

 

　日本最大級の徳山ダム。水に沈んで
いくことの決まった村に、最後まで住み
続けた女性がいた。電気も水道も医療
もない中、たった一人で暮らし続けたそ
の理由は…。岐阜県の旧徳山村門入集
落の歴史とある家族の百年の軌跡から、
先祖から脈々と受け継いできた土地と
自然への想い、そして日本の歩みをも
知ることが出来る。

「
ホ
ハ
レ
峠
」

ダ
ム
に
沈
ん
だ
徳
山
村 

百
年
の
軌
跡

　
　
　
　
　
　
大
西 

暢
夫
　
著

◇ 図書館カレンダー ◇
8/1 土
2 日 10:30 ～おはなしひろば
3 月 休館日
4 火
5 水 移動図書館車③温井 ･秋津
6 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート

10 月
11 火 休館日（祝日振替）
12 水 移動図書館車①北原 ･常盤
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車④太田 ･富倉
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月 休館日
18 火
19 水 移動図書館車③温井 ･秋津
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月 休館日
25 火
26 水 移動図書館車①北原 ･常盤
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車④太田 ･富倉
29 土
30 日 10:30 ～おはなしひろば
31 月 休館日

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝   9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

彩 　 流 　 社

方
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
フ
ォ
ー
ム

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
も
お
す
す
め
で

す
。
こ
ち
ら
の
3
冊
は
い
ず
れ

も
季
刊
誌
で
す
。

　

最
新
号
は
館
内
で
の
閲
覧

は
可
能
で
す
が
、
貸
出
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
次
号
が
入
る
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
雑
誌
は
1
週
間
の
貸

出
が
可
能
で
、
図
書
な
ど
と
合

わ
せ
て
10
冊
ま
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
に
も
た
く
さ

ん
の
雑
誌
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
第
66
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図

書
を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
課
題

図
書
と
は
本
の
専
門
家
の

先
生
方
が
、
新
し
く
出
版

さ
れ
た
本
の
中
か
ら
、
学

年
に
合
わ
せ
て
読
ん
で
ほ

し
い
本
を
選
ん
だ
も
の
で

す
。
こ
ち
ら
は
児
童
書
の

書
棚
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
貸
出
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
に
向
け
て
、
夏
休

み
の
課
題
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
る
図
書
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

の
図
書
は
貸
出
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
館
内
で
ご
利

用
い
た
だ
く
か
、
コ
ピ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
白
黒
は
1
枚
10
円
、
カ

ラ
ー
は
1
枚
50
円
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

読書感想文コンクール課題図書

　
図
書
館
入
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

横
の
階
段
下
に
装
飾
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
…
!?

  

こ
の
度
、
こ
ち
ら
の
装

飾
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
ス
フ
ィ
ア

と
呼
ば
れ
、
一
つ
ひ
と
つ

紙
に
文
字
な
ど
を
写
し
て

切
り
取
る
方
法
で
職
員
が

手
作
り
し
た
も
の
で
す
。

ご
来
館
の
際
は
、
ぜ
ひ
入

口
で
足
を
止
め
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。
公
民
館
側
入

口
か
ら
お
越
し
の
際
は
見

え
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
階
段
を
登
る
前
に

少
し
寄
り
道
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
よ

く
見
る
と
皆
さ
ん
が
ご
存

知
の
物
語
の
主
人
公
が
隠
れ
て

い
ま
す
の
で
、
探
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
で
す
よ
。

 

東
小
学
校
3
年
生

　
　 

図
書
館
見
学

【
再
開
の
お
知
ら
せ
】

　　　　　　　
　
　　　　　　　　
　
　　　　　　　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス　

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ　

　　　　　　　
　

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ　

　　　　　　　
　

り
、
休
止
と
さ
せ
て
い
た　

　

だ
い
て
お
り
ま
し
た
「
絵　

　

本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会
」　

　

お
よ
び
「
お
は
な
し
ひ
ろ　

　

ば
」
を
再
開
い
た
し
ま
し　

　

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ　

　
ッ
ト
閲
覧
も
再
開
し
て
お　

　

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く　

　
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
今
後
の
感
染
拡　

　

大
の
状
況
に
応
じ
て
、
開　

　

催
予
定
の
行
事
の
変
更
、　

　

ま
た
は
臨
時
休
館
さ
せ
て　

　

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま　

　

す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は　

　
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

      

引
き
続
き
、
感
染
拡
大

   

防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り

   

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

   

願
い
い
た
し
ま
す
。

市立飯山図書館
QRコード

　　図書館の情報を検索できます　

スマートフォン版 携帯電話版

 

新
し
い
雑
誌
が 

　  

入
り
ま
し
た

図書館入口の天井を見上げると…

▼やっぱり本がたくさんあるな～

▲自分の学年の図書を選んでくださいね▲家族、宇宙、住宅関連の 3誌（季刊誌）

▼球体の中に文字や物語の主人公が見える !?

　
今
月
は
ふ
る
さ
と
館
で
開
催

中
の
企
画
展
「
北
信
濃
の
相
撲

文
化
」
に
併
せ
て
、
県
内
出
身

の
力
士
や
相
撲
に
関
す
る
資
料

を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
飯
山

や
近
隣
に
も
力
士
の
存
在
が
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
今
で
も
各
地

域
に
は
相
撲
塚
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
改
め
て
相
撲
文
化

に
触
れ
て
み
る
と
新
た
な
発
見

が
あ
り
、
相
撲
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

　
ふ
る
さ
と
館
の
企
画
展
と
併

せ
て
、
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

北
信
濃
の
相
撲
文
化
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